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放 蝶 温 室内 で の クロ アゲ ハ の 訪 花 活動 に つい て 


瀬田 和 明 ・ 落 合 米子 ・ 寺 口 芳 一 
121-0064 足立 区 保 木 間 2 丁目 17-1 足立 区 生物 園 
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in the butterfly house 
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Abstract Flower visiting activities of Papilio protenor were observed in the butterfly house at 
Biopark of Adachi, Tokyo on Oct. 24, Oct. 25, Dec. 24 in 1998 and Jan. 29 in 1999. Their 
activities showed two peaks when they were depressed by high air temperature and radiant heat, 
while on the other hand they showed a single peak when they were depressed by low air 
temperature and radiant heat. These results suggested that their activities were influenced by 
radiant heat and air temperature more than light intensity. On the other hand the peaks of the 
flower visiting activities of female butterflies were not clear. Female flower visiting activities 
seemed not to be so strongly affected by environmental factors as male activities. 
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は じ め に 


クロ アゲ ハ は ヒマ ラ ヤ 西部 か ら 中 国 大 陸 南 部 、 台湾 , 日 本 列島 に か け て 東洋 の 亜熱帯 か ら 懇 常に 帯状 
に 分 布 す る 大 型 の 黒い アゲ ハチ ョ ウ で ある . 我が国 で は 北海 道 を 除く 各地 に 分 布 し , 採集 や 飼育 も 容 
易 な こと か ら 昆 虫 学 の 研究 の 対象 と し て よく 利用 きれ て お り , これ まで に も 遺伝 学 や 生理 学 な どの 研 
究 分 野 で 数 多く の 研究 成果 が 得 ら ん れ て きた (PRL, 1971, Ae, 1979; Ichinosé and Honda, 1978; Ichinose 
and Negishi, 1979; Ichinose and Iwasaki, 1979; Honda, 1979; Honda and Hayashi, 1995a, 19955). 生態 
学 や 行動 学 に つい て も , 高知 県 の 里山 を フィ ー ル ド と し た 一 連 の 調査 ご で は これ まで 知見 の 少な か っ た 
黒色 アゲ ハチ ョ ウ の 生態 に つい て 多く の 研究 成果 が 得 ら れ て いる (Kiritani et al, 1984; Watanabe ef 
al, 1984; Watanabe et al, 1985; Nozato et al, 1985; Suzuki et al, 1985; Uzuki et al, 1987; Watanabe 
et al, 1988; Ban et al, 1990). この 中 に は 野外 で の 日 周 活動 に つい て の 研究 成果 が ある が (Suzuki et 
al, 1985), この 報告 は 夏 世代 の 観察 結果 か ら 導 き 出 き れ て いる . チョ ウ の 活動 性 は 環境 条件 の 影響 を 
受け や すい 事 が 知ら れ て お り , 異な っ た 季節 や 天候 の 下 で さら に デー タ を 蓄積 する 必要 が ある . し か 
し 野外 で 観察 を 継続 する に は , 調査 場所 の 確保 や 調査 日 程 の 調整 な ど 制 約 要因 が 多く , その 後継 続 し 
た 調査 は 行なわ れ て いな い . 筆者 ら は これ まで に 足立 区 生物 園 の 放 蝶 温室 を 利用 し て チョ ウ の 訪 花 活 
動 や 日 周 活動 の 観察 を 行なっ て きた (瀬田 ・ 井 上 , 1999; 瀬田 ら , 19992, 1999 の ). 昆虫 館 の 温室 は 閉鎖 
空間 だ が , 照度 や 気温 な どの 環境 条件 を 詳細 に 記録 し な が ら チ ョ ツウ の 行動 を 観察 する こと に よっ て , 
訪 花 活動 や 日 周 活動 な ど チ ョ ウ の 行動 研究 を 行なう こと は 可能 と 思わ れる . 今回 は 異な っ た 環境 条件 
で の クロ アゲ ハ の 訪 花 活動 に つい て の 結果 を 報告 する . 











材料 お よび 方 法 


クロ アゲ ハ (Papilio protenor Cramer) は 沖縄 県 石垣 島 で 採集 し た メス か ら 採 卵 し , 足立 区 生物 園 で 累 
代 飼育 し た も の で ある . 観察 当日 の クロ アゲ ハ の 雌雄 別 推定 個体 数 と 羽化 後 の お よそ の 日 数 を Table 1 
に 示す . 観察 場所 と な っ た 足立 区 生物 園 の 温室 は 東西 約 16 m。 南 北約 30m。 高き 最大 1? m の 空間 で 
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Table 1. Number of individuals and day after emergence on the observation days. 











Number of individuals Days after emergence 
Observation date 
male female male female 
Oct. 24 35 60 7-20 7-20 
Oct. 25 35 60 7-20 7-20 
Dec. 24 30 30 4-15 4-15 
Jan. 29 25 25 1-20 1-20 





HA. 温室 内 に は ビ ロ ウ や へ ゴ な どの 熱帯 植物 が 植 栽 され , 南西 諸島 の 森林 の 環境 が 再現 きれ て いる . 
この 温室 の 中 に ベニ デマ リ (Ixora coccinea L.) 2S A NTA. ベニ デマ リ は アカ ネ 科 の 低木 で , 
近 縁 種 の サン ダン カ (Ixora chinensis Lank.) と と も に , この 温室 内 で は クロ アゲ ハ や ナガ サキ アゲ ハ 
な ど 黒 い ア ゲハ チョ ウ の 重要 な 吸 蜜 植物 と な っ て いる . 1998 年 10 月 は ベニ デマ リ の 花 が 最盛 期 を 迎 
2, 各種 の チョ ウ が 吸 蜜 に 訪れ て い ぃ いた. そこ で , 1998 年 10 月 の 観察 で は ベニ デマ リ に 吸 審 に 来る ク 
ロア ゲハ の 訪 花 活動 を 観察 し た . 1998 年 12 月 の 観察 時 に は ベニ デマ リ の 花 は 最盛 期 を 過ぎ て いた た 
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Figs 1-2. Environmental factors in the butterfly house (1) and flower visiting activities of 
Papilio protenor (2) on Oct. 24. 
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b, サン ダン ヵ ゎ み の 花 に 吸 密 に 来る クロ アゲ ハ の 航 花 活動 を 観察 し た . 最後 の 1999 年 1 月 の 観察 で は 
ベニ デマ リ , サン ダン カ み と も 花期 を 過ぎ て いた た め , タチ バー ベ ナ (Verbena bonariensis L.) の 花 に 
吸 密 に 来る クロ アゲ ハ の 訪 花 活動 を 観察 し た . タチ バー ベ ナ も 放 蝶 温室 内 で は クロ アゲ ハ や ナガ サキ 
T PINTS EBS FNS 37 OBB SIRE Lo ToL EATE A. 


観察 は 1998 年 10 月 24 H, 25 H, 12 月 24 日 , 1999 年 1 月 29 HO 4 ARS, 8 時 30 分 か ら 16 時 30 分 
(1998 年 10 月 24 日 は 16 時 ) まで 行なっ た . COR, 温室 の 環境 条件 と し て 照度 , 気温 , BAWE 
(温度 計 の アル コー ル 球 部 分 を 黒い ビニ ー ル テー プ で 覆っ た も の を 日 向 に 置く ) を 30 分 間隔 で 測定 し 
た . FARRER wz x, 50,000 lux 以下 の 場合 は 共立 電気 計器 の 光電 池 双 度 計 model 5200 を 使用 し , 50,000 
lux を 越え を た と き は セコ ニッ クス タ ジ オ デラ ックス II model L-398M を 使用 し た . 





結果 
温室 内 の 環境 条件 


10 月 24 日 は 朝 か ら 時 々 小雨 の 降る 曇 の 状態 が 1 日 中 続い た . この た め , RABE, 気温 , 幅 射 温度 と も 
ほとん ど 上 昇 し な か っ た . た だ , 10 時 30 分 頃 か ら 12 時 頃 ま で , わずか な 時 間 だ が 雲 が 薄く な り , 照 
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Figs 3-4. Environmental factors in the butterfly house (3) and flower visiting activities of 
Papilio protenor (4) on Oct. 25. 
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Figs 5-6. Environmental factors in the butterfly house (5) and flower visiting activities of 
Papilio protenor (6) on Dec. 24. 


ECHR DET ERU. (Fig. 1). 


10H25 日 は 快晴 で , Rap D RE, 気温 , HANI OS LAL, 9 時 30 lz il RE 50,000 lux, 
気温 25°C, ANRE 30°C を 越え た . この 日 は 照度 , 気温 , 皿 射 温度 が 共に 高い 状態 が 午前 中 か ら 正 
午 過 ぎ に か け て 続き , 甘 射 温度 は 最大 で 340C まで 上 昇 し た . 14 時 以後 は 照度 , 気温 , BNE CD 
下降 に 転じ た (Fig. 3). 


12 月 24 日 も 快晴 で , 照度 , 気温 , 四 射 温度 は 午前 中 か ら 時 間 の 経過 と と も に 上 昇 し た が , 冬期 の た 
め 最 高 気 温 は 215°C, 最高 罰 射 温度 も 290C まで し か 上 昇 し な か っ た . 午後 は 照度 の 低下 に と も な い 
気温 , 皿 射 温度 と も 下降 に 転じ た (Fig. 5). 


1 月 29 日 も 午前 中 は 晴れ て いた だ め 照 度 , 気温 , 輸 射 温度 は 時 間 の 経過 と と も に 上 昇 し た . 13 時 を 
過ぎ る と 雲 が 広がり は じ め た た め , 照度 は 急激 に 低下 し た . それ に と も な っ て 気温 , 幅 射 温度 と も 下 
降 に 転じ た . この 日 の 最高 気温 は 26.?C, 最高 皿 射 温度 は 31.0°C だ っ た (Fig. 7). 

クロ アゲ ハ の 訪 花 活動 

10 月 24 日 は , 観察 を 開始 し た 8 時 30 分 か ら 断 続 的 に 訪 花 活動 が 観察 さき され た . オス の 訪 花 活動 が 最も 
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Figs 7-8. Environmental factors in the butterfly house (7) and flower visiting activities of 
Papilio protenor (8) on Jan. 29. 











活発 に な っ た の は 11 時 か ら 11 時 30 分 の 時 間 帯 で も ある. これ に 対し て メス の 訪 花 活動 は 1 日 を 通し 
て 断続 的 に 続き , オス の 活動 に 見 らん た よう な は っ きり し た ピー ク は 見 られ な か っ た . この 日 は オス 
35 回 。 メス 21 回 の 訪 花 活動 が 観察 きれ た が , オス の 訪 花 活動 は 35 回 の うち 30 回 が 午前 中 に 観察 き 
れ た . メス の 訪 花 活動 も 21 回 の うち 13 回 は 午前 中 に 観察 され た も の だ っ た (Fig. 2). 


10 月 25 日 の 訪 花 活動 は 観察 を 開始 し た 8 時 30 分 に は 雌雄 と も 既に 活発 に な っ て いた . し か し 訪 花 活 
動 は 時 間 の 経過 と も に 不 活発 に な り , 10 時 30 分 以後 の 訪 花 活動 は 雌雄 共に 30 分 当たり 2 回 以下 に 減 
少し , 11 時 か ら 14 時 30 分 の 間 に は ほとん ど 訪 花 活動 は 見 られ な か っ た . 14 時 30 分 を 過ぎ る と 訪 花 
活動 は 再び 活発 化し , 夕方 と かけ て 断続 的 な 訪 花 活動 が 観察 され た . 特に 観察 終了 間際 の 16 時 か ら 
16 時 30 分 の 間 に 雌 雄 3 回 ずつ の 訪 花 が 観察 きれ た . この 日 は オス 37 回 , メス 28 回 の 訪 花 が 観察 き 
れ た が , その うち オス は 29 回 .。 メス は 21 回 が 午前 中 に 観察 きれ た . 特に 観察 開始 直後 の 8 時 30 分 
DS 9 時 の 時 間 帯 は 最も 活発 な 時 間 帯 で も やり , オス 15 回, メス 9 回 の 訪 花 が 観察 きれ た (Fig. 4). 


12 月 24 日 は 観察 開始 時 に 訪 花 活動 を し て いる 個体 は な か っ た . オス の 訪 花 活動 は 午前 中 か ら 観 察 き 
れ た が , 活発 な 活動 が 観察 きれ る よう に な っ た の は 11 時 30 分 を 過ぎ て か ら で , 11 時 30 分 か ら 13 時 
の 間 に は 30 分 当たり 10 回 前 後 の 活 発 な 訪 花 活動 が 観察 され た . その 後 は 時 間 帯 に よる 多少 の 変動 は 
ある も の の 夕方 に 向かっ て 訪 花 回 数 は 減少 し た が , 訪 花 活動 は 16 時 まで 続い た . この 日 は 60 回 の オ 
ス の 訪 花 活動 が 観察 きれ た が , その うち の 30 回 が 11 時 30 分 か ら 13 時 の 時 間 帯 に 観 窪 され た . これ 
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に 対し て メス の 訪 花 活動 は 9 時 30 分 過ぎ か ら 断 続 的 に 観察 きれ た も の の , オス の 活動 の よう に は っ 
きり と し た ピー ク は 示さ な か っ た . この 日 は 26 回 の 訪 花 活動 が 観察 され た (Fig. 6). 


1 月 29 日 も 12 月 24 日 と 同様 に 観察 開始 時 に 訪 花 活動 を し て いる 個体 は な か っ た . オス の 訪 花 活動 は 
9 時 30 分 過ぎ か ら 始 まり , お お むね 時 間 の 経過 と も に 活発 に な っ て いっ た . 最も 活動 が 活発 に な っ た 
の は 12 時 か ら 12 時 30 分 の 時 間 帯 で 。 この 間 に 26 回 の 訪 花 が 観察 され た . 13 時 以後 , オス の 訪 花 活 
動 は 急激 に 不 活発 に な り , 13 時 30 分 以後 の 訪 花 活動 は 観察 きれ な か っ た . メス の 訪 花 活動 は 9 時 過 
ぎ か ら 始ま り , 10 時 か ら 10 時 30 分 の 時 間 帯 と 12 時 か ら 12 時 30 分 の 時 間 帯 に 訪 花 回 数 が 増加 し た 
が , オス の 活動 性 の よう な 明瞭 な ピー ク は 見 られ な か っ た . メス の 訪 花 活動 も 13 時 以後 は 不 活発 に 
な り , 13 時 以後 の 訪 花 活動 は 1 回 だ けし か 観察 きれ な か っ た (Fig. 8). 


3 R 


チョ ウ の 飛翔 活動 や 訪 花 活動 と 環境 条件 の 関係 に つい て は これ まで に も 多く の 研究 が 行なわ れ て いる 
(広瀬 , 1954: Kò, 1975a, 1977b, 1977c: Suzuki et al, 1985; Tsubuki and Takizawa, 1996). 野外 に 
お ける クロ アゲ ハ の 吸 蜜 活動 は 雌雄 と も 午前 中 と 夕方 に 活動 が 活発 に な る 双 峰 型 の 活動 パタ ー ン を 示 
す (Suzuki et al, 1985). 今回 の 観察 で も 10 月 25 日 の 訪 花 活動 は 雌雄 と も 双 峰 型 と な り , 野外 で の 
観察 結果 と 類似 し た 結果 が 得 ら れ た . し か し , 12 月 24 日 と 1 月 29 日 の 観察 で は 正午 前 後に 活動 が 活 
発 と な る 単 蜂 型 の 活動 パタ ー ン を 示し た . 


と の 3 日間 の 環境 条件 を 比べ る と , 1 月 29 日 の 午後 を 除い て 3 日 間 と も 晴天 で あり , 最高 照度 に つい 
て は 50,000 lux 前 後 で それ ほど 大 き な 人 違い は な か っ た が , 気温 と 甘 射 温度 は 大 きく 異な っ て いた . 10 
月 2 日 は 最高 気温 27.0C, 最高 皿 射 温度 3400C まで 上 昇 し , 最低 気温 も 23.0'C, MIRAE b 
26.0C まで し か 下がら な か っ た . それ ゆえ , クロ アゲ ハ は 照度 , 気温 , 四 射 温度 の 高く な る 日 中 の 時 
間 帯 を 避け , 午前 中 と 夕方 に 活動 する 双 峰 型 の 活動 性 を 示し た も の と 考え られ る . これ に 対し て , 12 
月 24 日 の 朝 の 気温 は 15.5C, $E ER 5 16?C と 10 月 23 日 に 比べ る と 低く , 日 中 の 最高 気温 は 
21.5C, RAHE b 2900C まで し か 上 昇 し な か っ た . この 日 は 朝 と 夕方 の 低い 気温 と 輸 射 温度 が 
クロ アゲ ハ の 訪 花 活動 を 抑制 し , 単 峰 型 の 活動 パタ ー ン が 現われ た も の と 考え られ る . 1 月 29 日 に 
ix, 朝 の 気温 と 還 射 温度 は さら に 低かっ た た め , 12 月 24 日 と 同様 , 観察 開始 時 点 で の 訪 花 活動 は 見 ・ 
られ ず , 気温 と 四 射 温度 の 上 昇 と 共に 活動 が 活発 化し た も の と 考え られ る . 


10 月 24 日 と 10 月 25 日 で は 僅か 1 日 の 違い に も か か わら ず , 活動 性 に 大 き な 違 い が 見 られ た . この 2 
日 間 は 天候 条件 の 違い か ら 温 室内 の 環境 条件 は 大 きく 異な り , 曇天 で 照度 , 気温 , 幅 射 温 度 の 低い 日 
(10 月 24 H) と 晴天 で 照度 , 気温 , 四 射 温度 の 高い 日 (10 月 25 日 ) の 比較 と いう と と に な る . REE 
動 を 比較 する と , 10 月 24 日 は 一 時 的 に 填 が 薄く な り 照 度 と 皿 射 温度 が 上 昇 し た 11 時 か ら 12 時 の 間 
に 訪 花 活動 が 集中 する 傾向 が 見 られ た . 10H25 日 は 照度 気温, BARE ORD A PORE Ic id 
ほとん ど 活 動 が 見 られ ず , 活発 な 活動 が 見 られ た の は 照度 , 気温 , 皿 射 温度 ガ が ピー ク に 達する 前 の 9 
時 30 分 以前 と 照度 , 気温 , 皿 射 温度 が 下がり は じ め た 14 時 30 分 過ぎ で ある . この 日 は 日 中 の 高い 
気温 と 較 内 温 度 に より 活 動 が 抑制 され た た め に 双 峰 型 の 活動 性 を 示し た も の と 考え られ る . 温室 内 の 
チョ ウ の 組成 は ほぼ 同じ な の で , 両日 の 違い は 環境 条件 の 違い に よる も の と 考え られ る . 


オス と メス の 活動 性 を 比較 する と , いずれ の 観察 日 に お いて も , オス は メス より も は っ きり と し た 活 
動 の ピー ク を 示し た が , メス は は っ きり と し た ピー ク を 示さ な か っ た だ た. この こと は オス の 訪 花 活動 は 
メス より も 環境 条件 の 影響 を 受け や すい こと を 示唆 し て いる . 同様 の 傾向 は ツマ ベニ チョ ツウ の 訪 花 活 
動 で も 認め られ て お り (瀬田 ら , 1999 の , 雌雄 の 活動 性 の 特性 を 比較 する 上 で 興味 深い . 


チョ ツウ の 活動 性 が 照度 , 気温 、 軸 射 温度 な どの 環境 条件 に 大 きく 影響 さき ん る こと は モン シロ チョ ツウ 
(広瀬 , 1954) や , モン キチ ョ ウ (Tsubuki and Takizawa, 1996) "CijiEe& vc 48 0, 今回 の 放 蝶 温室 内 
で の クロ アゲ ハ の 訪 花 活動 も 環境 条件 , 特に 皿 射 温度 の 影響 を 強く 受け る 傾向 が 認め られ た . Tav 
の 訪 花 活動 は 環境 条件 だ け で な く 配 偶 活動 や 産卵 活動 , さら に は 体内 時 計 に よる 内 的 リズ ム や 吸 蜜 植 
物 の 蜜 の 量 と も 関係 し (Suzuki et al, 1987), これ ら の 要因 が 複雑 に 絡み 合っ て 決定 さん て いる と 考え 
られ る . チョ ウ だ け で な く 動 物 の 行動 を 調べ る た め に は 野外 で の 行動 観察 が 重要 で ある が , 野外 調査 
は 場所 の 選定 や 天候 , 時 間 な どの 制約 が 多く , 調査 の 実施 は な か な か 難し い . hoz, 今回 の 調査 
は 放 蝶 温室 内 で の 観察 で ある が , チョ ウ の 行動 観察 と し て 貴重 な 記録 に な る も の と 思わ れる 
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今回 の 行動 観察 を 行なう に あたり , チョ ツウ の 行動 観察 の 捉え 方 に つい て 指導 し て いた だ いた 十文字 中 
学 ・ 高 等 学校 の 津 吹 卓 博士 , 有益 な 助言 を いた だ いた 農林 水産 省 夫 糸 昆虫 研究 所 の 井上 沿 氏 .。 Fav 
の 飼育 と 食 草 の 栽培 に 協力 し て いた だ いた 足立 区 生物 園 の 方 々 に 厚く お礼 申し 上 げ る . 
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Summary 


Flower visiting activities of Papilio protenor were observed in the butterfly house at Biopark of 
Adachi, Tokyo. The flowers of Ixora coccinea, I. chinensis and Vervena bonariensis were the main 
food resource of P. protenor in the butterfly house. The flower visiting individuals and environmen- 
tal factors were measured every 30 minutes. The investigation was made on Oct. 24, Oct. 25, Dec. 
24 in 1998 and Jan. 29 in 1999. 


The weather was dull on Oct. 24 and the butterfly house was in a cool condition. Flower visiting 
activities continued from 0830 to 1600. Activities of male butterflies peaked from 1100 to 1130. 
This hour coincided with increasing light intensity and radiant heat, and the activities of male 
butterflies seemed to be strongly affected by light intensity and radiant heat. Their activities were 
depressed when light intensity, radiant heat and air temperature became low. Peaks of the activities 
of female butterflies were not clear during the day. 


On Oct. 25, it was very fine. There was strong sunshine, and the butterfly house was in a hot 
condition. Activities of butterflies were brisk before 0830. But the number of flower visiting 
individuals decreased with the passage of time. Few flower visiting individuals were observed from 
1100 to 1430. Then the number of flower visiting butterflies increased once again after 1430. 
Flower visiting activities of butterflies peaked twice in the morning and afternoon. High air 
temperature and radiant heat seemed to depress their activities. 


The weather was fine on Dec. 24. It was not so hot as on Oct. 25 in the butterfly house. Light 
intensity, air temperature and radiant heat were low in the morning. They increased with passage 
of time and decreased in the afternoon. Flower visiting activities began after 0930. Many flower 
visiting butterflies were observed from 0930 to 1430. The peak of male activity was from 1130 to 
1300. But female butterfly activities were not clear. Light intensity, air temperature and radiant 
heat were low before 0930 and after 1430. Their activities were depressed when light intensity, air 
temperature and radiant heat were low. Strong light intensity did not depress their activities. 
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The weather was fine to cloudy on Jan. 29. Three environmental factors were low in the morning 
and increased with passage of time, as on Dec. 24. But, they decreased abruptly in the afternoon 
as the weather changed from fine to cloudy after 1300. Flower visiting activities began after 0900 
and they increased with passage of time. The peak of activities was from 1200 to 1230 but they 
decreased abruptly after 1300. The activities were depressed when environmental factors were low 
in the afternoon. 


Male activities showed two peaks on Oct. 25. But they showed a single peak on Dec. 24 and Jan. 
29. The weather was fine or fine to cloudy on these three days, but environmental factors were 
different. Light intensity was high on all three days. Air temperature and radiant heat were high 
on Oct. 25, but they were low on Dec. 24 and on Jan. 29. Furthermore the activities showed a single 
peak on Oct. 24, when the weather was dull and the butterfly house was in a cool condition. Their 
activities showed two peaks when they were depressed by high air temperature and radiant heat, but 
on the other hand they showed a single peak when they were depressed by low air temperature and 
radiant heat. These results suggested that their activities were influenced by radiant heat and air 
temperature more than by light intensity. On the other hand the peaks of activities of female 
butterflies were not clear. Female activities seemed to be less affected by environmental factors than 
male activities. 
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